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0　品ヒスタミン薬

e）上記の薬剤は全て起こ。うる
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18・珊疾患姑の興奮と暴力こついて軋いものを2つ選んで下さい。

d・輿奮状態の背景には筏書妄想からくる脅えのある齢が多い。

掴きこも。と親への暴力があった患者は、入院後に興奮し劫的とな。やすい。

d輿猷態の激しい患散剤激しないようにそっとしておくのがよい。

ひ素騎強の軸は、説得はっておさまるiことが多い。

e）輔性興奮は、行動制限によって怒りを擬されることがある。

一二二二二二三三ヨ

19・調節が患者から受ける勅への対処について、誤っているものを2つ選んで下さい。

両者に対する病状の評価が大切であり、それに関して輔が馳行い、鞠な判断も医師が行

b）劫の軸は、活動が制限されがちな閉館、スタッフの人員的・鞠な不足など、」猫因子

両者だけでなくスタッフの安全も倭先されなければならないため、輔や如瑚職こよって早急に対

処しなければならない．

⑪患者への繚・鋤内容は全て勅の予防醍していることから、スタッ．フへの尋問続

の当該スタッフへの支援など、軸的な破。軸頚務である。

20・柵科輔における多蝿チームアプローチについて、誤っているものを2つ選んで下さい。

寄∴適切なリサシップの鶴のため、各輔の権限を睡することが大切である。

b）チーム肉では、役割の醒化と公平な分業によ。、効軸な活動を行うのが望ましい。

d患者に適切な軸を鞍するためには、勘的なミーティングは欠かせか。

両者への擾貼する決軸っいての担当者醒吋メンバーが読塙た軸ができること

が望ましい。
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